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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会三原則
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去
る
一
月
二
六
日
（
土
）
、

﹇
エ
ル
・
お
お
さ
か
﹈
に

於
い
て
、
川
崎
医
療
福
祉

大
学
学
長
で
あ
り
「
全
国

重
症
心
身
障
害
児
（
者
）

を
守
る
会
」
の
役
員
で
も

あ
る
岡
田
喜
篤
氏
を
お
招

き
し
て
、
『
障
害
者
自
立

支
援
法
と
最
重
度
障
害
児

者
の
課
題
と
展
望
』
を
テ
ー

マ
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
特
性
理
解
の

必
要
性
と
具
体
的
な
対
応

の
仕
方
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
な
ど
）
を

研
修
し
、
多
く
の
障
害
や

疾
患
を
合
併
し
手
厚
い
支

援
の
ニ
ー
ズ
を
持
ち
な
が

ら
、
現
行
の
福
祉
制
度
の
谷
間
に
置
か
れ
や
す
い
立
場
に

あ
る
人
た
ち
の
現
状
や
、
支
援
課
題
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
後
、
実

際
の
需
要
と
供
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
と
て
も
選
べ

る
状
況
に
は
な
い
中
で
、
社
会
的
資
源
（
受
け
皿
）
の
整

備
や
対
応
に
つ
い
て
行
政
に
対
す
る
啓
発
・
要
望
・
運
動

の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
多
く
の
示
唆
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
ま
し
た
。

講
演
は
、
休
憩
を
は
さ
み
大
き
く
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

◎
「
障
害
者
自
立
支
援
法
と

重
複
障
害
児
者
の
課
題
と
展
望
」

・
動
く
重
症
児
に
つ
い
て
（
あ
そ
び
、
理
解
能
力
、
表

現
能
力
な
ど
）

・
て
ん
か
ん
発
作
の
差

・
動
く
重
症
児
イ
コ
ー
ル
強
度
行
動
障
害
で
は
な
い

・
強
度
行
動
障
害
と
は

・
動
く
重
症
児
の
変
遷

厚
労
省
は
い
わ
ゆ
る
動
く
重
症
児
は
い
な
い
と
い
う
が
、

国
立
病
院
に
は
動
く
重
症
児
病
棟
が
あ
り
組
織
連
携
が
行

わ
れ
て
い
る
。

施
設
や
国
立
病
院
に
は
動
く
重
症
児
と
強
度
行
動
障
害

の
人
が
い
る
。
全
体
を
把
握
し
、
本
人
や
家
族
が
納
得
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

強
度
行
動
障
害
処
遇
事
業
は
知
的
障
害
者
施
設
で
の
み

実
施
さ
れ
て
い
る
（
判
定
法
ス
コ
ア
20
点
以
上
）
。

国
立
病
院
の
重
症
児
病
棟
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、

対
象
の
人
が
い
て
も
特
別
処
遇
は
で
き
な
い
。
国
立
の
動

く
重
症
児
の
介
護
度
を
調
査
す
る
と
、
要
介
護
度
５
が
多

い
。

・
強
度
行
動
障
害

１
，
も
と
も
と
は
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
激
し
く
日

常
的
に
存
在
す
る
行
動
が
、
通
常
の
療
育
施
設
で

は
と
う
て
い
受
け
容
れ
不
可
能
と
さ
れ
た
も
の
を

さ
し
て
い
た
。

２
，
一
部
の
先
駆
的
施
設
に
お
い
て
優
れ
た
適
応
性
を

獲
得
す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
事
例
な
ど
。

３
，
本
人
の
障
害
そ
の
も
の
に
由
来
す
る
行
動
で
は
な

く
環
境
と
対
応
の
不
適
切
さ
か
ら
生
じ
て
い
る
も

〜
広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の

権
利
擁
護
を
考
え
る
研
修
会
〜

開
催

（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
「
長
寿
・
子
育
て
・
障
害
者
基
金
」
助
成
事
業
）

講師 岡田 喜篤氏
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の
と
認
識
さ
れ
、
強
度
行
動
障
害
者
と
呼
ば
れ
る

べ
き
で
は
な
い
。

４
，
適
切
に
対
応
す
れ
ば
限
ら
れ
た
期
間
内
に
必
ず
や

改
善
が
み
ら
れ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

・
適
切
と
考
え
ら
れ
て
い
る
対
応
（
自
閉
症
児
に
推
奨
さ

れ
る
教
育
実
践
）

１
，
障
害
そ
の
も
の
を
治
癒
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２
，
適
応
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
通
常
の
日
常

生
活
に
近
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

３
，
構
造
化
と
行
動
療
法
を
主
体
と
す
る
一
連
の
教
育

的
努
力
が
中
心
と
な
る
。

４
，
薬
物
の
使
用
は
、
対
症
的
、
補
助
的
な
意
味
を
持
っ

て
も
、
適
応
性
そ
の
も
の
を
改
善
す
る
主
役
に
は

な
り
え
な
い
。

◎
「
重
症
児
福
祉
と
障
害
者
自
立
支
援
法
」

・
重
症
児
問
題
の
黎
明
期
（
小
林
提
樹
先
生
、
昭
和
38

年

―

重
症
児
療
育
実
施
要
綱
・
事
務
次
官
通
知

・
重
症
児
概
念
の
変
遷

国
の
施
策
と
し
て
の
重
症
児
施
設
療
育
開
始

国
の
指
定
す
る
重
症
児
施
設
は
二
か
所
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
（
島
田
療
育
園
、
び
わ
こ
学
園
）

障
害
の
程
度
が
重
過
ぎ
る
と
い
う
理
由
で
知
的
障

害
児
施
設
あ
る
い
は
肢
体
不
自
由
児
施
設
の
入
所

対
象
と
な
り
え
な
か
っ
た
障
害
児
は
全
て
重
症
児

（
重
症
児
の
概
念
が
広
か
っ
た
）

重
症
児
施
設
が
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
施
設
と
な

り
、
満
18
歳
以
上
は
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
。

「
全
国
重
症
心
身
障
害
児
者
を
守
る
会
」
が
誕
生

国
立
療
養
所
に
重
症
心
身
障
害
児
病
棟
設
置
（
結

核
患
者
の
減
少
が
影
響
）

重
症
児
施
設
の
法
制
化
実
現

重
度
の
知
的
障
害
＋
重
度
の
肢
体
不
自
由

・
問
題
点
（
定
義
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
施
設
間

格
差
は
広
が
っ
て
い
る
。
学
校
や
在
宅
な
ど
、
活
動

が
ま
す
ま
す
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
）

・
一
九
七
〇
年
代
米
国
の
重
症
児

・
重
症
心
身
障
害
児
施
設
に
つ
い
て

・
重
症
児
（
者
）
の
統
計

・
在
宅
重
症
児
（
者
）
に
つ
い
て

・
在
宅
重
症
児
（
者
）
を
支
え
る
た
め
に

・
分
断
の
構
図

・
危
機
的
状
況
の
知
的
障
害
福
祉

・
自
立
支
援
法
へ
の
批
判

・
基
礎
デ
ー
タ
の
瑕
疵
（
発
表
さ
れ
た
身
体
・
知
的
・

精
神
障
害
者
数
に
つ
い
て
の
疑
問
）

・
自
立
に
つ
い
て

自
立
に
つ
い
て
の
誤
っ
た
概
念
、
新
障
害
者
基
本

計
画
と
の
矛
盾

自
立
と
は
、
で
き
な
い
人
が
何
か
で
き
る
よ
う
に

し
む
け
る
こ
と
で
は
な
く
「
主
体
的
に
生
き
る
こ

と
」

自
立
支
援
は
こ
ち
ら
の
力
量
が
問
わ
れ
る
。
医
学

的
モ
デ
ル
で
は
な
く
社
会
的
モ
デ
ル

・
発
達
期
の
障
害
に
お
け
る
児
・
者
一
貫
制
度
の
必
要
性

知
的
障
害
児
も
肢
体
不
自
由
児
も
お
よ
そ
発
達
期
に

発
現
し
た
障
害
を
も
つ
児
童
に
つ
い
て
は
、
児
者
一

貫
の
支
援
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
中
途
障

害
に
お
け
る
事
情
と
は
異
な
る
。
子
ど
も
の
障
害
は

発
達
期
の
障
害
で
あ
り
、
広
い
範
囲
に
及
ぶ
多
面
的

な
支
援
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
必
要
。

・
日
本
の
現
状
は
、
世
界
か
ら
み
て
福
祉
的
に
孤
立
し

て
い
る
と
思
え
る
。

自
立
や
地
域
生
活
な
ど
に
つ
い
て
は
、
あ
い
ま
い
な

概
念
が
あ
る
。

お
金
の
問
題
で
は
な
い
。
思
想
・
方
向
性
に
あ
や
ま

り
が
あ
る
の
で
は
？

も
う
一
度
、
発
達
障
害
の
人
々
へ
の
社
会
の
責
任
を

考
え
直
し
て
い
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

今
回
の
お
話
し
に
関
し
て
は
「
知
り
得
な
い
情
報
を
元

に
、
講
師
の
先
生
の
意
見
や
判
断
を
示
し
て
く
だ
さ
り
、

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」
「
障
害
の
あ
る
人
た
ち

に
と
っ
て
の
法
制
度
で
は
な
く
、
そ
れ
を
決
め
た
人
た
ち

に
と
っ
て
よ
く
な
る
よ
う
に
決
め
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
「
民
間
人
の
正
し
い
主
張
・
意

見
は
官
僚
に
理
解
さ
れ
な
い
空
し
さ
、
腹
立
ち
を
感
じ
ま

す
。
岡
田
先
生
の
考
え
方
に
は
と
て
も
共
感
で
き
ま
す
」

「
『
自
立
』
と
い
う
意
味
を
誤
っ
て
解
釈
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
利
用
者
さ
ん
の
求
め
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
す
」
「
重
症
児
者
を
と
り
ま
く

問
題
、
日
本
及
び
世
界
の
福
祉
の
歴
史
を
勉
強
す
る
大
切

さ
を
感
じ
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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プロのエステティシャンをお迎えして、「女を磨こう」をテーマにオシャレを

楽しんで頂きました。

☆参加者の声：

・初めて美容に参加させてもらい、いつも手入れできず、今日は気持ち良く、

心からうれしく思いました。また、気分的に楽にさせてもらいました。

・ネイルがかなえられて嬉しかった。

・変身できて良かった。

オシャレの楽しさを教えて下さった 安藤和子先生、有り難うございました。

参加者のみなさんは、とてもお綺麗で嬉しそうでした。

―３―
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障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
向
け
た
緊
急
措
置

―４―

情

報

障害児者サポートのための研修会

「 映画「朋の時間」上映会 」

◇ 日 時： 平成１９年１２月１７日（月）

◇ 場 所： 早川福祉会館

報 告：
開催終了しました

障害児者サポートのための研修会

「 救急救命講習会 」

◇ 講 師： 東住吉区消防署 救急救命士

◇ 日 時： 平成２０年１月２１日（月）

◇ 場 所： 早川福祉会館
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医療費控除の対象となる居宅介護費用について
障害者自立支援法の施行により、居宅介護等の障害福祉サービスの体系が再編されたことに伴い、医師との

適切な連携のもとに行われた在宅障害福祉サービスの提供を受けた場合、そのサービスを受けるために要する

費用についても、税法上の医療費控除の対象となることになりましたことを情報提供します。

当該障害福祉サービスを提供した指定障害福祉サービス事業者に「在宅介護費用証明書」により証明を受け、

税務署に確定申告することにより医療費控除を受けることができます。（※ただし、生計を一にする世帯での

年間の医療費負担額が１０万円を超える場合に限る。）

（参考資料）厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課長発出 各都道府県障害保健福

祉主管部（局）長宛通知（平成18年12月25日 障障発1225001号）

障害福祉サービスの種類
対象となる在宅障害

福祉サービス
備 考

居宅介護

身体介護 医師との適切な連携をとって提供されたサービス

通院介助（身体介護

を伴うもの）
〃 〃

乗降介助 〃 〃

重度訪問介護 身体介護 〃 〃

短期入所
市町村により遷延性意識障害加算等として決定された部分に

限る。（重症心身障害児施設での短期入所も含まれる。）

地域生活支援事業 訪問入浴サービス 医師との適切な連携をとって提供されたサービス

重度障害者等包括支援 身体介護 〃 〃

〔詳しい資料は大阪支部にあります〕情 報

平成20年1月19日(土) 和歌山にて近畿ブロック研修会が開催される

中央情勢報告 本部事務局長 宇佐美 岩夫氏

最近の厚生労働省の動き・政府与党の動き・中央社会保険医療協議会の動きから児童

福祉法見直しの方向・問題点・懸念事項等の説明があった。今後も本部情報の内容理解

に努めると共に、自らのことと認識してゆくことが大切であると話された。

障害児施設の今後について 和歌山県障害福祉課長 榎本 芳人氏

障害児施設の今後と障害者自立支援法との関係を制度の説明をもって話された。

重症心身障害児・者と食事 南紀福祉センター小児科 西本 幸広氏

摂食嚥下障害と食事についてお話があり、南紀福祉センターでの取り組みをとおして

重症心身障害児者の食事にかかわる問題点を見いだし、その生活の質を高めるという観

点から、一人ひとりに合った食事指導が大切と話された。
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高津成和会助成金事業「重症心身障害児者の地域生活を支えるための人材育成事業」

大阪府重症心身障害児・者を支える会セミナー
『重症心身障害児者の地域生活支援のために』

テーマ 「重症心身障害児施設はなくなってしまうのか！」

講 師 大阪発達総合療育センター 重症心身障害児施設フェニックス

施設長 児玉 和夫氏

日 時 ：平成２０年３月２３日（日） １３：３０～１６：００ （受 付 １３：００～）

場 所 ：大阪科学技術センター８Ｆ 中ホール

主 催 ：大阪府重症心身障害児・者を支える会

定 員 ：８０名

参加費 ：２，０００円（会員は１，０００円 ＊事前申込に限ります）

連絡・問合先： ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５ ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

Ｅ－ｍａｉｌ： ｏｓａｋａ＠ｓａｓａｅｒｕ．ｏｒ．ｊｐ

障害児者サポートのための研修会

テーマ「 自閉症の理解と支援 」

◇ 日 時： 平成２０年４月２４日（木）
１３：３０～１５：３０

◇ 場 所： 早川福祉会館

◇ 資料代： ５００円

◎自閉症について、より正しく理解し、適切な支援をして

いけるよう、大阪自閉症支援センターから講師をお招きし

研修会を開きます。

◇ 問合せ： 大阪府重症心身障害児・者を支える会 ＴＥＬ０６－６６２４－２５５５

美
味
し
い
お
料
理

と
ハ
ッ
ピ
ー
な
ソ

ン
グ
で
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過

ぎ
ま
し
た
。

クリスマス会(交流事業）

記
念
写
真
は
、
サ

ン
タ
さ
ん
や
怪
し

げ
な
カ
ツ
ラ
を
か

ぶ
っ
た
人
が
沢
山

い
た
り
と
仮
装
大

会
の
よ
う
に
…

―６―

【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

◎年会費 3,600円

本会「支える」発行購読料含む

【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000（１口）

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

【協力会員】 ◎年会費 3,000円（１口）

（運営資金の協力会員）

本会「支える」発行購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします。

大阪府重症心身障害児・者を支える

会(全国重症心身障害児(者)を守る会

の大阪支部)への入会についてご案内

いたします。



平成20年2月1日発行 （毎月6回1の日、５の日発行） ＯＴＫ通巻第3760号 昭和51年9月7日 第3種郵便物認可

― インフォーメーション ―

「全国重症心身障害児（者）を守る会」関係の以下の情報が事務局に届いています。

情報Ｎｏ．１７ 自由民主党 社会保障制度調査会 障害者福祉委員会への要望書の提出に

ついて

情報Ｎｏ．１８ 心身障害者扶養保険制度改正に関する情報提供について

情報Ｎｏ．１９ 障害者自立支援法の抜本的見直し（報告書）

情報Ｎｏ．２０ 障害者自立支援法の抜本的な見直しに向けた緊急措置について

情報Ｎｏ．２１ 心身障害者扶養保険制度の改正に伴う申込手続きに係る特例的な取扱い

について

支える会のホームページから「全国重症心身障害児（者）を守る会」のホームページにリ

ンクしていただくと読むことができます。

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓａｓａｅｒｕ．ｏｒ．ｊｐ／

「特定非営利活動法人 大阪府重症心身障害児者を支える会」では

全身性移動支援従業者養成講座を開講いたします。

この講座は、当事者の立場に立った人権感覚をふまえた上で、介護

の技術を学ぶことを目的としています。

この資格を取得すると、全身性ガイドヘルパーに従事することが出

来ます。

既に納入がお済みの方にはあしからず

お許しを賜りますようお願い申し上げます。

＜問い合わせ＞

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞

００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会

開 講 日：平成２０年３月 ８日（土）

３月 ９日（日）

３月１６日（日）

会 場：育徳コミュニティーセンター

（地下鉄御堂筋線「西田辺」３番出口徒歩２分）

費 用：１８，０００円

主 催 者：特定非営利活動法人

大阪府重症心身障害児者を支える会

申 込 先：TEL０６－６６２４－２５５５

FAX０６－６６２４－２５５６

大阪府重症心身障害児者を支える会移動支援従業者養成研修事業
大阪府指定番号Ｎｏ．３５ （全身性ガイドヘルパー）

―７―
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「支える会」事務局
〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール

や掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へリンクあり！

【大会概要（予定）】

１，と き

平成２０年６月２１日(土)～６月２２日(日)

２，と こ ろ

京王プラザホテル札幌

〒０６０－０００５

札幌市中央区北５条西７丁目

Tel（０１１）２７１－０１１１

３，主 催

社会福祉法人全国重症心身障害児(者)を守る会

全国重症心身障害児（者）を守る会

北海道重症心身障害児（者）を守る会

４，後 援

厚生労働省 文部科学省 他

５，大会次第

［第１日目]

６月２１日（土）

受 付 １２：００～１３：００

講 演 １３：００～１３：３０

中央情勢報告 １３：３０～１４：００

分 科 会 １４：３０～１７：００

《第１分科会》 国立施設部会

《第２分科会》 重症児施設部会

《第３分科会》 在宅部会

《第４分科会》 母親部会

懇 親 会 １８：３０～２０：００

［第２日目]

６月２２日（日）

講 演 ９：００～１０：００

「アイヌの文化を語る」（仮題）

式 典 １０：３０～１２：００

●申し込み先：

「支える会」事務局 締切４月２８日(月）

●問い合わせ先：

社会福祉法人

全国重症心身障害児(者)を守る会 事務局

TEL(03)3413-6781～3 FAX(03)3413-6919

北海道療育園 支援事業部内 全国大会係

TEL(0166)51-6524 FAX(0166)51-6871

第４５回 重症心身障害児(者)を守る全国大会（案）
札幌市にて開催


